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このニュースは中央団体と県連絡会に送付しています。地域連絡会・加盟組織に送って下さい。
09年度補正予算審議与謝野財務相や与党幹部から増税発言続出
過去最大の財政支出15兆4千億円、総事業費56兆８千億円の「経済危機対策」の裏づけとなる「09年度補正予算案」が国会で審議されていますが、５月7日の衆院予算委員会でも閣僚や与党幹部から増税誘導発言が相次いでいます。自民党の町村信孝前官房長官は「（09年度税制改正法）附則の中で、景気がよくなれば消費税を上げ、法人税率は下げるという方向で抜本改革をやろうと述べた。これが私たちの責任感の表れ」と強調し、消費税増税路線を改めて鮮明にしました。与謝野馨財務相は「将来、消費税（増税）をお願いする場合、年金、医療、介護、少子化対策にすべて使う」と述べ、「社会保障財源」を口実にした増税を強調しました。
　「選挙対策のばらまきやめろ」「国民につけを回す消費税増税やめよ」「暮らしにかかる消費税減税を」の声をいっそう大きくして、総選挙で審判を下すために全力を上げましょう。
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「（食料品非課税）本当にこれだけは」と主婦も署名
＜中央各界連の行動＞

　中央各界連は４月24日、新宿駅西口で4月定例宣伝を行い、６団体23人が参加しました。各弁士は「政党助成金を使えないくらいもらっている政治家・政党がこの国を改めようと考えるはずはない。国民のための政治実現へ総選挙で審判を」（全商連・西村富佐多副会長）、「日本の食の安全が脅かされ、貧困と格差が広がるなかで、必要なのは国民のふところを温める施策」（農民連・上山興士事務局員）、「オリンピックを口実に大規模開発が狙われる中で、高齢者福祉対策が全国最低となるなど、東京の福祉はずたずたにされた。来る都議選で転換を」（日本共産党・大山とも子都議会議員）、「最低保証年金制度は多くの世論になってきた。消費税によらない財源を提示して実現めざす」（年金者組合・松岡勉中央執行委員）、「20年間の消費税収は社会保障のために使われなかった。大企業・大資産家への行過ぎた減税を改めれば社会保障財源は生み出せる」（保団連・田村秀樹事務局員）などと訴えました。50代の女性は「毎日買う食料品の消費税がすごい。本当にこれだけは引き下げて欲しい」と話し、73歳の男性は「小沢一郎民主党代表の西松建設献金など、収賄事件が多い。政治家が私服を肥やす一方で、税金を上げるのは許せない。頑張れ」と署名しました。

＜各地のとりくみ＞

★生協の全店舗でいっせい行動、８千を超す署名＜宮城県＞　宮城一般労働組合みやぎ生協支部は４月21日から28日まで「消費税増税反対！　店頭いっせい署名行動」を展開。25日までの集約で28の分会でおこない、職員５５２人の参加、８０６４人分の署名を集約しています。店内に机を出しポスターを張って訴えたところ、多くの人が快く署名に応じ「頑張って」と励ましの声も寄せられました。台原店では41人が参加し署名３１５人分、加賀野店では８人が参加し署名３５５人分、桜ケ丘店では36人参加で署名３０７人分など、多くの署名が寄せられました。店長中心に訴えたところ、テナントさんの協力を得たところもありました。同労組では、署名用紙を置く台の周りにポスターを張り出し目立たせて何をしているかよく分かるようにする、店内放送を活用、署名してくれた人に「ご家族の分もぜひ」と訴えるなどの工夫を「ワンポイントアドバイス」で紹介して署名活動を促進しています。

★シール投票でも反対が９割超＜岩手・久慈＞　岩手・久慈各界連は７人が土風館前でシール投票を行いました。「景気破壊税の消費税」「貧困促進税の消費税」などと訴え、69人が応じました。増税に「賛成」１人、「どちらともいえない」２人、「反対」が66人と圧倒的でした。チラシも１５０枚配布しました。

★チラシ受け取りもよく60人が署名＜東京・八王子＞　東京・八王子各界連は八王子駅放射線通りで４団体10人が行動。1時間の行動でしたが、チラシの受け取りもよく100枚を配布し、署名は60人から寄せられました。
	国会要請･署名提出行動

日時：５月１３日（水）、午前10：30～12：00

場所：第１議員会館第１会議室　（入り口で入館証を渡します）

内容：国会議員の報告、激励。署名賛同者からの連帯あいさつ、活動交流など（最初の30分程度で集会）　　　　　　　
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